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伝統的なアプローチとは基本的に異なっている。 J (2) 
後者の立場に立てば、旧来のアプローチと人的資源アプローチはどの点で違っているのか。


















































〔出展 J R.E.Miles,“Human Relations or Human Resource Management?" , Harvard 









































本書では、「ヒトの働かせ方j の問題に注目する (8)。これは第 3 の要因とそして第 2 の要因と
も関連する事柄である。
アメリカの多くの企業は、何故に、従業員を「資源J としてみなすようになったのであろう

























































角、 HRMの評価基準として、 1 )尊敬の念を抱いて個人を遇することと、 2) 個人の自由を妨
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あり、現在でも、 G.Dessler， A Framework for Human Resorce Management, fifth edition, 
Prentice-Hall,2009 (初版1999年)において、第 8 章として rHRMのなかの倫理と待遇」が論
じられているように、この傾向は続いている。雇用以外の領域で「倫理」が問題になっていな
いのかといえばそうではなく、たとえば、R.F.Gerald et al.(eds.), Handbook of Human 






D.Winstanley & J.Woodall(eds.), E品'ical IS$ues in Contemporary Human Resource 
ManagemenιPalgrave が刊行されているが、タイトルに Ethics が明示された単行本の刊行
は21世紀以降のことであり、たとえば、 J.W.Budd& J.G.Sco泊lle (edsよ TheEthicsofHuman
Resource and Industl担1 Relations, LERA, 2005 やA.Pinnington & T.Campbell(edsよ






かにそのように「判断」せざるを得ないのが現状であり、たとえば、 TheOxゐ'l'dHandbook of 










たとえば、 HRMが、イギリスを中心として、このような方法は HRM にも適用されている。
Hardタイプと Soft タイプに分類されて論じられることがある (19) 。










































ホルダー企業とみなしてHRMのあり方を考えることが必要である J (Research into HRM 
within stakeholder model is a necessity) とし、う見解に示されている (22) 。
この問題に関しては項を改めて検討することになるが、ここでは、本稿が想定している、倫











テンとクラネ (D.Matten & A.Crane) (25) そしてウィンスタンレィとウッダル (D.Winstanley 







































































































































〔出典 J K.Legge ,Human Resource Management. Rhetorics and Realities, Anniversary 
Edition, Pargrave, 2005 ,pp.112 
14 
人的資源管理(HRM) と倫理 一人的資源管理をビジネス・エシックスの視点から考える- 83 
この図表 3 は、企業のなかで経営側の裁量権が拡大していることをよく示している。このこ
とは、ヒトへの対応が、「全国レベルで適切な雇用関係(協約)を締結しそしてそれを企業レベ


































































ての従業員の第 2 の側面を活かす必要がある。そしてその第 2 の側面を活かすためには従業員
を単なる 「手段」 して処遇しではならないのであり、 これが必要条件である。 このことは、逆
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